
平成２３年度当初予算案主要事項説明

教 育 委 員 会

京 の 子 ど も 学 力 充 実 推 進 事 業 費事 業 名

継 続予 算 額 新規・継続の別４３，１００千円

１ 学力充実・向上システム

・現地現場主義に基づく先導的な研究開発や実践研究の推進
目 的

・成果の普及による学力及び教職員の指導力の向上
内 容 ◇学力充実等研究校を選定

○新教育課程を見据えた指定教科に関する研究開発を行う「カリキュ
ラム開発校」の指定

○各学校や地域の教育課題に対応するため、学校の企画・立案や教
育局独自のテーマに基づく実践研究校の指定

○コミュニティ・スクールの導入に向けた研究を行う学校の指定
○郷土を愛する心や伝統文化への理解等を育成するための研究校の

指定
○自校独自の研究計画による創意ある教育活動を行う研究校の指定事 業 概 要

・ の実施２ 小 中学校学力診断テスト
目 的

府内小中学校の児童生徒の学力を客観的にきめ細かく把握す
目 的

ることで、個々に対応した指導及び授業改善に役立てる。対 象

小学校 中学校
内 容 対 象：第４・６学年 対 象：第２学年方 法 等

教 科：国語・算数 教 科：国語・数学・英語

３ 小学校における外国語活動の推進

新しい学習指導要領に基づく小学校段階からの外国語活動の導
目 的

入に伴う指導方法等の確立を目指す。
研究開発校を指定し、カリキュラム開発や指導の在り方等に関

内 容
する実践的な取組を推進

４ 理科支援員の配置

先端科学技術に関する実験の演示・体験活動などによる理科教
目 的

育の活性化と教員の指導力の向上を図る。
小学校に理科支援員を配置し、５・６年生を対象に観察・実験活

内 容
動等を実施

指 導 第 １ 担 当 075 414 5842
担当課名

学 校 教 育 課
電 話 番 号

- -
指 導 第 2 担 当 075 414 5840学 校 教 育 課 - -

資料－４


